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ニホンミツバチの交尾場所発見史

藤原 誠太 ･吉田忠晴

ニホンミツバチApjsceranajaponJ'caRad.の

交尾場所となる雄蜂の集合場所 (DroneCon-

gregationArea:以下,DCA)の発見および解

析は,1990年代前半に,盛岡を拠点とする日

本在来種みつばちの会の藤原誠太ら (以下,藤

原グループ)と玉川大学の吉田忠晴ら (以下,

吉田グループ)の2つのグループによってそ

れぞれに進められ,その成果が報告されてき

た (表 1).日本国内とはいえ,500km近く

離れた,気候的にも差異のある2地点において,

樹種こそ,それぞれケヤキとクヌギと異なって

はいるものの,いずれも高木の上空がDCAと

いう点で一致した結果である.セイヨウミツバ

チ以外のミツバチで,交尾場所が特定の質的意

味を持つ空間であることが,異なる研究グル

ープによってほぼ同時期に示されたことから,

関係分野の海外の研究者は,再現性の高い現象

の発見事実の好例として評価して,両グルー

プの研究成果を同列的に引用している (例え

ば KoenigerandKoeniger,2000;01droydand

Wongsiri,2006,Koenigereta1.,201】}

しかしながら,海外での評価とは別に,国内

では,発見年と発表年の扱いにおける研究者間

の見解の相違があり,第三者に対して必ずしも

共通認識が与えられる状況にはなかった.そこ

で,本稿では,ニホンミツバチの交尾場所の特

定に関わる研究を続けてきた両グループの代

表である著者らが,発見から20年以上が経過

してはいるものの,本件に関して発表された主

な情報を整理しつつ,この歴史的かつ,日本固

有のニホンミツバチに関する生物学的にも意

義のある発見の経緯を再確認し,改めて発見の

重要性を示しておきたい.

ミツバチの交尾場所発見

ミツバチの交尾行動において,雄蜂が特定

の場所に集合する現象については,アメリカ,

コ-ネル大学のMorseのグループが 1961-

1962年にセイヨウミツバチApl'smelll'feTa

L.を用いた直接的な観察実験を行っている.そ

の成果はJournalorApiculturalResearch誌に

｢DroneCongrigationAreas(雄蜂の集合場所)｣

のタイトルで掲載され (ZmarlickiaridMorse,

1963),これがDCAの最初の検証的報告とさ

れている (Crane,1990).ただ,この著者ら

は本文中で,引用したButtle-Reepen(1923)が,

女王蜂養成技術で有名なDoolittleがすでに

1892年に雄蜂の集合性に言及していることや

ドイツの養蜂家による大量の雄蜂の飛行の目

撃談,あるいは飛行書を聞いたという情幸削こ基

づいて雄蜂が集合性を持つことを予測してい

たことや,さらに 1950年代を中心に世界各地

で行われた交尾行動観察で,雄蜂が特定の場所

に集まることが示唆されていたことから (例え

ばJean-Prost.1957),｢雄蜂の集合場所｣とい

う基本概念自体は,決して新しいものではない

と断っている (ZmarlickiandMorse,1963).

Morseグループにとって幸運だったのは,前

年,同じコ-ネル大学のGaryが,ヘリウムガ

スを入れた風船から垂らした長さ90cmほど

のひもに女王蜂を取 り付け,7-30mの高

度で雄蜂を誘引するのに成功したことである.

Garyはその誘引の実体が女王蜂の大顎腺に由

来する9-オキソデセン酸であることを明らか

にし,その研究成果はScience誌に掲載された

(Gary,1962)･この雄蜂の誘引方法をMorse
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表 1 ニホンミツバチのDCA発見から公表まで (藤原,吉田両グループの公表情報,右ページに続く)

1990

◎読売新聞 (6月 15日付)に｢日本ミツバチ

交尾の場発見全国初盛岡上空50メートル市

内グループ｣の記事掲載.日本在来種みつば

ちの会が 1990年 6月 14日に,盛岡市川留

稲荷神社のケヤキの大木の梢上に揚げた風船

とハエ取り紙によるトラップで,十数匹のニ

ホンミツバチの雄蜂を捕挺したとの紹介記事.

◎アニマ 11月号 (218:102,平凡社)に,｢ニ

ホンミツバチの結婚式場発見 l(著者:藤原誠

太)｣掲載.読売新聞 (上記)とほぼ同内容.

◎日本動物行動学会第 9回大会 (11月)に

て,｢ニホンミツバチの雄の交尾飛行とその

集合場所｣(大谷剛 当時兵庫県博準備室およ

び藤原誠太連名)を発表 (講演要旨集 p.44).
1990年6月の交尾場所に関する成果および

1984年の飛行時間記録を報告.

◎ミツバチ科学に国内におけるセイヨウミツ

バチのDCAについて記載(1).

◎読売新聞 (6月 15日付)の左記記事中に,

玉川大学ミツバチ科学研究所の吉田忠晴助教

揺 (当時)が｢ケヤキの木の上というのはち

ょっとイメージがわかない.西洋ミツバチと

は違うのか,今後調べてみたい｣とのコメン

トが含まれる.

◎インセクタリウム3月号に記事掲載 (2).
鈴木幸一 当時岩手大学農学部応用昆虫学研究

室助教授らとの共著で,1990年に行われた

実験成果を解説し,さらに｢トウヨウミツバ

チのオスの集合場所は昨年スリランカで発見

され 玉川大学でもニホンミツバチでの確認

を急いでいます｣と記述.

1991

◎ 22ndlnternationalEthologicalConference
(第22回国際動物行動学会,大谷大学,京都,

8月)にて ｢Differencesinmatingflighthme

anddronecongregationareaofApJ'scelana

JaPOnl'caandA meJlJ'Feraasreproductive
isolationmechanism｣(T.Yoshida)で,ニホ

ンミツバチのDCAはクヌギの樹上と報告.

◎第2回特別展 ｢ミツバチの世界｣(伊丹市昆

虫館 :兵庫県伊丹市)の解説パンフレット中

の｢ミツバチの配偶行動｣(解説:吉田忠嘱)に,

｢ニホンミツバチの集合場所については 1990

年にケヤキの樹上を特定しているとの報告が

ありますが,筆者らは 1991年にクヌギの樹

上にニホンミツバチの集合場所を確認しまし

た.｣との記載.
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meJll'(eraLの配偶行動に関する比較生態学的研究.玉川大学農学部研究報告 35:159-208.
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表 1 ニホンミツバチのDCA発見から公表まで (藤原,吉田両グループの公表情報,左ページより続く)

年 藤原グループ

1992

◎ InternationalConferenceontheAsian

HoneyもeesandBeeMites(アジアのミツ
バチとダニに関する国際会議,バンコク,2

月)にて ｢Differenceindronecongregation

areaofApI'smeJll'FeraandA.ceranajaponl'Ca

asareproductiveisolationmechanism｣(T.

YoshidaandM.Yamazaki)で,ニホンミツバ

チDCAがクヌギの樹上 10m,地上より20

m上空で,ここに集合した雄蜂にマークを施

して放したところ,100-700m離れた蜂

群から回収できたと報告.

◎ ｢ミツバチのはなし｣(酒井哲夫編,技報堂

出版,pp.13-17)の ｢女王蜂と雄蜂の空中で
の交尾場所 (執筆者 :吉田忠晴)｣の章で ｢ニ

ホンミツバチの集合場所については 1990年

にケヤキの樹上を特定しているとの報告があ

りますが,私たちは,1991年にクヌギの樹

上にニホンミツバチの集合場所を確認するこ

とができました.これまでの報告からもニホ

ンミツバチはなにか目立つ木の上を集合場所

にしているのは間違いなさそう-･｣と記述.

◎日本昆虫学会第52回大会 ･第36回日本応用

動物昆虫学会大会合同大会 (弘前大学,9月)

にて,｢ニホンミツバチ雄蜂の交尾飛糊と交尾

場所｣(吉田忠哨)で,ニホンミツバチが比較

的目立つ林の樹上を交尾場所に利用していると

報告.

1993

◎AsianApiculture(1992年の国際学会論文
集)に発表論文登載 (3).ニホンミツバチの

DCAが原著論文に準じる形で国際的に公表さ

れた最初のもの.表 2で自身による 1991年

5月 19日の記緑を記載.

◎Apidologieに原著論文掲載 (4)･本文中で,
1991年 6-7月および 1992年 6月のデー

タや画像などを使用してDCA発見を報告.盛

岡市内で発見されたニホンミツバチの交尾場

所が高木 (ケヤキ)の樹上であるとした最初

1994 の国際誌上で公表 (投稿受付日 1992年 5月

15日,受理日:1993年 12月21日).

◎Apidologieに関連論文掲載 (5)･この考察中
で,｢ニホンミツバチは視認性のよい高木の

樹上を交尾場所にしている｣と上記のAsian

Apiculture(1993)登載論文を引用.

◎日本応用動物昆虫学会誌に関連論文掲載(6).

1992年に熊本県八代市ではスダジイの樹上

がDCAである可能性についても言及.さらに

｢鈴木ら (1991)は,岩手県下におけるニホン

ミツバチDCAの予備的観察からケヤキの樹上

を確認している｣と引用.

1995

◎玉川大学農学部研究報告に関連論文掲載(7).
｢Fujiwaraetal,(1994)は,岩手県下におけ
るニホンミツバチの観察からケヤキの樹上に

DCAを確認している｣と引用.

◎ミツバチ科学に関連記事掲載(8).｢Fujiwara

etal.(1994)は,岩手県下におけるニホンミ

ツバチの観察からケヤキの樹上にDCAを確認

している｣と引用.
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グループも採用し,これがDCA発見という研

究成果につながった.

実は,同時期に,オーストリアでも,連邦養

蜂研究所のRuttner兄弟がGary法に近い方法

でDCAを発見して,1963年にチェコスロバ

キア (当時)で開催された国際養蜂会議で報告

している (RuttnerandRuttner,1963).彼ら

はその後も精力的に調査研究を続け,DCAは

直径30-200m程度の開けた場所で,雄蜂

の飛行高度は5-40m,雄蜂は最大 8km離

れたDCAまで到達し,DCAには複数の蜂場の

複数の蜂群から雄蜂が飛来すること,女王蜂に

よる誘引ではなく,女王蜂が不在でも雄蜂が集

まること,DCA以外では交尾が見られないこ

と,同じDCAを長年にわたって使い続けるこ

となどをを突き止め,DCAの偶然性や人為的

誘発性への懸念を排するに足る情報を提供して

いる (RuttnerandRuttner,1966;1971).

交尾 自体はDCA以外に も蜂場に近い空

間で見られるとの報告もあるが (Bottcher,

1971),現象自体のミツバチの生殖における有

意性は肯定的に検証されてきた.また確認方法

が確立されたこともあって,DCAは,その後,

各地で相次いで発見された.Tribe(1982)は

アフリカミツバチの,時には 10000匹以上の

雄蜂が集合する巨大なDCAを発見し,Cooper

(1986)は,イギリスおよびアイルランドの

60か所のDCAの分布を調査した.さらに,ア

メリカでは 1985年に雄蜂の行動をレーダーで

追尾する方法が試され 平地でのDCAの存在

も明らかにされた (Lopereta1.,1987).

こうした中,わが国でもセイヨウミツバチの

DCA探しが始まり,吉田グループは 1989年

の予備調査 (吉田,1989)に引き続いて行っ

た 1990年5月の再調査で最終的にその存在

を確認し,これが日本では最初のセイヨウミツ

バチDCAの発見となった (吉田,1990).実は

これより先,級密な観察でセイヨウミツバチの

諸行動を解明してきた兵庫県立博物館準備室

(当時)の大谷剛も,日本での両種ミツバチの

DCAの発見を夢見ていたと,その著書 ｢おすは

ささない ミツバチ｣(1988)の中で述べている.

二ホンミソバチの DCA確認

トウヨウミツバチApl'sceranaのDCAは,ま

ず ドイツに運ばれたパキスタン産のインド亜

種Ac.1'nd1-caを用いて 1971年に行われた実験

によって,樹木から離れた空間にみられること

が確認された (Ruttnereta1.,1972).次いで,

1989年3-4月に,同じくインド亜種の本来

の生息地のひとつであるスリランカにおいて発

見された (Punchihevaeta1..1990).この報告

は,セイヨウミツバチのDCAの特徴とは異なる,

高さ 10mほどのヤシの木の,樹間から樹上に

かけての空間であるという点で注目を集めた.

ちょうど1989年に｢日本在来種みつばちの

会｣を立ち上げていた藤原グループは,このニ

ホンミツバチのDCA探しを会の活動目標のひ

とつに挙げ,すぐに活動を開始.表 1にある

ように,1990年6月 14日,盛岡市川留稲荷

神社の境内に数本ある大きなケヤキの木の梢上

で,ニホンミツバチの雄蜂の集合を確認し,翌

日,新聞報道となった.このとき用いられた方

法は,Gary(1962)を基に,吉田グループも

日本でのセイヨウミツバチDCA探しに用いた

ヘリウムの気球 (大型風船)を使う方法で,こ

れにTaylor(1984)が考案した網製のトラップ,

あるいは市販のハエ取りリボンを使うアイデア

を併用し (図 1),誘引源としてはセイヨウミ

ツバチおよびニホンミツバチの処女王,さらに

両種の交尾済み女王蜂のアルコールエキスも利

用した.集合した雄蜂の行動に基づき,また現

場に立ち会った前述の大谷剛と昆虫写真家の栗

図1DCAの確認準備をする藤原グループ

右は雄蜂の付着したハエ取りリボン



林慧の両名にも同一の見解を得て,この地点が

ニホンミツバチのDCAと判断された.さらに

岩手大学応用昆虫学研究室の鈴木幸一らも確認

し,1990年秋の日本動物行動学会で口頭発表

され,1991年3月発行のインセクタリウム誌

上にも記事掲載された (鈴木ら,1991).

一方,吉田グループは,セイヨウミツバチで

確立した技術を駆使して,東京都町田市の玉川

大学構内のクヌギの樹冠上で同様に雄蜂が集合

していることを認めたが,その時期は,吉田自

身が ｢ミツバチのはなし｣(1992)の中で懐

述しているように,藤原グループより1シー

ズン遅い 1991年 5月のことであった.吉田

グループは,ヘリウム風船とTaylorトラップ

(図2)の組み合わせを用いたことは同様であ

るが,誘引源には処女王の他に化学合成した女

王物質 (9-オクソデセン酸)を用いている.

ここまでの経緯からは,ニホンミツバチの

DCAの最初の発見場所は,盛岡市川留稲荷神

社,発見年月日は 1990年6月 14日といえよ

う.この発見が,ニホンミツバチの交尾場所に

ついて重要な示唆を与えたことは事実である.

とはいえ,｢高木の梢の上の空間｣というのは,

それまでDCAとして知られていたセイヨウミ

ツバチの状況とも,同じトウヨウミツバチ (ニ

ホンミツバチもトウヨウミツバチの-亜種)の

インド亜種のものとも異なっている.冒頭で述

べたように,アジアのミツバチの研究に関心が

集まる中,研究情報としてのニホンミツバチの

DCA発見については,両者がほぼ同じ内容を,

ほぼ同時にそろって伝えたことで,相互補完的

に再現性の検証が完了した現象として評価され

た点は重要である.さらに,双方のグループが

その後も複数の場所 ･環境で観察,確認を重ね

た結果,それに基づいて,特定の雄蜂の集合が

見られた地点を,ニホンミツバチのDCAと断

定してよいとの共通認識が成立した.

世界に向けた公表

ニホンミツバチDCA発見の時期と場所は上

述のとおりであるが,日本で得られた,日本固

有のミツバチ種にかかわる発見的研究成果であ

図 2 樹上高く舞う吉田グループのトラップ

右はトラップに群がる雄蜂

っても,学術的に重要な成果であれば,国際的

な評価対象になる.しかし,そのためには,栄

見に至る研究成果が,世界の研究者に向けて公

表され,認知されなければならない.この場合,

公表とは,一般には,内容を吟味できるレフリ

ーを擁する国際誌 (学会誌や査読システムを有

する商業誌)に論文を掲載するという手順を踏

むことが要求される.前節で引用した複数の海

外におけるDCA発見事例が,実験的に発見さ

れてから実際に論文化されているまでに,いず

れらl-2年を要していることは,すなわち,

科学情報が認知されるまでには,論文執筆作業

以外にも,著者とレフリーとのやりとりを含む

一定の時間が必要とされていること,つまりは

その間に,研究成果の認定作業が行われている

ことを示している.

ニホンミツバチのDCA発見についての国際

的なアプローチとしては,まず吉田グループが,

1991年に京都で開催された国際動物行動学会

でポスター発表,次いで 1992年に,タイで開

催されたアジアのミツバチと寄生ダニに関する

国際会議で口頭発表を行った.後者の会議では,

参加者の提出した全文が,この学会の論文集と

して ｢AsianApiculture｣と題した書籍の形に

まとめられ,翌年 (1993年)に刊行され,吉

田グループの報告も第三者が読める (認知でき

る)形で登載された.

ただ,研究者間での研究成果の認知において

は,習慣上,査読論文として公開されたものの

地位を優先する (学会の会議録や研究機関の紀

要などは認めないか,補足的に扱うのが慣例で
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ある).例えば,DCAの発見自体も,アメリカ

とオーストリアでの見かけ上の報告年は 1963

年で同じであったが,それぞれ一方が学術雑

読,一方が国際会議での発表で,現状では,査

読付きの学術雑誌に掲載ざれたアメリカでの発

見を,DCAについての最初の検証的論文と認

めている実情がある.

その意味で,ニホンミツバチのDCA発見に

おいて,実際上の国際認知を進める役割を果た

した学術雑誌は,当時ドイツから発行されて

いた国際的なミツバチ生物学関係の学術雑誌

Apidologie誌で,藤原グループによる発見報告

が 1994年25巻3号(Fujiwaraetal..1994)に,

吉田グループの関連論文 (この論文はニホンミ

ツバチのDCA発見を直接報じたものではない)

が続く4号 (Yoshidaetal.,1994)に掲載され

た.樹種は異なるものの,両グループがDCA

の条件として挙げた高木の上空という点は基本

的に一致したため,再現性 (信頼性)のある知

見として認知される結果となったことは前述の

通りである.

ここで,国際的な学術雑誌での論文公表にお

いては,それに引用する報告も学術雑誌上に公

表された文献に限るという習慣がある.そのた

め,両グループとも,学術情報以外の,実際の

発見経緯についての一次情報源である成果記載

記事 (新聞や一般雑誌など)をApidologie誌

などへの投稿原稿では引用していない.

また,学術論文では,通常,現象の一般化を

図るために期日などの詳細は省かれがちで,栄

見的研究であっても具体的な日時情報を論文中

に兄いだせないことが多い.このことは,学術

研究上の習慣では,論文が公表 (学術雑誌に掲

戟)された年を唯一の時間的手がかりとして考

えるからであるが,科学史的な観点から,ある

いは一般に浮かびがちな ｢DCA発見日はいつ

か｣という素朴な疑問に応える機能は,学術論

文には備わっていないということでもある.

この点について,本稿は,学術論文以外の公

開情報をも網羅することによって,ニホンミツ

バチのDCA発見という生物学史上の重要な情

報について,学術情報を補完しながら,その経

緒をたどるという目的を果たすものである.

DCAに関する研究は,その後も地域やミツ

バチ種を拡大しながら国際的に進んでいる.

DCAの発見は,それ自体にとどまらず,そこ

でのミツバチの交尾行動や雄蜂同士の関係,あ

るいは本来DCAが持つべき機能,あるいは最

近では,そこに集まる雄蜂の遺伝的背景を調べ

て,地域のミツバチ集団の遺伝的多様性を評価

する研究まで,応用的にも発展しつつある.

最近の,特にニホンミツバチを飼育する趣味

養蜂の広がりに対して,この固有種に関する国

内での研究成果は相対的に乏しい.ニホンミツ

バチのDCA発見に関わった立場から,今後と

もニホンミツバチに関する研究のさらなる充

実,発展を望みたい.

(藤原 :〒020-0886 盛岡市若園町3-10日本在来
種みつばちの会,吉田:〒194-8610 町田市玉川
学園6-1-1 玉川大学ミツバチ科学研究センター)
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